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大学名：奈良教育大学 

 

ASPUnivNet の 

4つの機能 

評価項目 事例記述 

学校のユネスコスクール

加盟を支援します。 

１．ユネスコスクール加盟を希望する地域の学

校から相談があったときにそれに応じること

ができた。 

2022 年９月４日にユネスコスクールへの加盟を検討されていた学校法人奈良学園小学校を訪

問し、様々な質問に対応した。2023 年 2 月 20 日に、再度奈良学園小学校を訪問し、加盟申

請に関する助言を行った。 

 

２．ユネスコスクール・チャレンジ期間実施校

に対する相談に応じることができた。 

・2022 年８月 24 日にャレンジ期間実施校である橋本市立応其小学校を訪問し、「ESD と総合

的な学習の時間」に関する教員研修を行った。 

・2022 年 9 月 21 日にチャレンジ期間実施校である広陵町立真美ケ丘第 2 小学校を訪問し、

学校長の相談対応を行った。 

・2022 年 9 月 22 日に、チャレンジ期間実施校である大津市立仰木の里小学校を訪問し、研

修計画についての相談対応を行った。また 2023 年 2 月 16 日には、地域の方々・保護者を対

象とした ESD に関する講演会を開催した。 

・2022 年 9 月 26 日に、チャレンジ期間実施校であるわかやまシュタイナー学園を訪問し、

今後の進め方などの相談対応を行った。 

・2023 年２月６日に、チャレンジ期間実施校である白浜町立白浜第２小学校を訪問し、校内研

修を拡大して近隣の学校や企業、NPO なども参加した ESD 講演会を開催した。 

・2023 年 3 月 28 日にチャレンジ期間実施校である、草津市立玉川子ども園を訪問し、次年

度の研修計画について相談対応を行った。 

・2023 年 3 月 31 日にチャレンジ期間実施校である生駒市立生駒小学校を訪問し、今後の研

修計画について相談対応を行った。 

 

３．地域の加盟済のユネスコスクールに向けて

ESD/SDGs をリードする学校としての「質の

向上」にかかわる支援を行うことができた。 

・2023 年 2 月 2４日に、奈良市立鳥見小学校を訪問し、ESD の質の向上をテーマとした相談

対応を行った。 

・2023 年 3 月 15 日に大阪学芸中等教育学校を訪問し、ＥＳＤの質の向上をテーマとした相

談対応を行った。 

 

大学の持つ知的財産をユ

ネスコスクールの活動に

１．大学の資源を活用して、地域のユネスコス

クールに向けた支援（資料提供やコーディネー

・2022 年 4 月 18 日に、ユネスコスクールである奈良市立富雄第三小中学校において、古都

奈良の文化財とＳＤＧｓをテーマとした出前授業を行った。 



ASPUnivNet自己評価シート 

2 

 

提供します。 ト、出前授業やワークショップなど）を行うこ

とができた。 

・2022 年 4 月 20 日・27 日、5 月 11 日・18 日・25 日、6 月 1 日・8 日・15 日・22

日・29 日にユネスコスクールである奈良女子大学附属中等教育学校において出前授業を実施し

た。 

・2022 年 6 月 2 日にユネスコスクールである奈良教育大学附属中学校において、ＥＳＤをテ

ーマとした出前授業を実施した。 

・2022 年 12 月 19 日・20 日に長野県山ノ内町立南小学校・西小学校において、ＥＳＤをテ

ーマとした校内研修を実施した。 

・2023 年 3 月 18 日に日本ＥＳＤ学会第 6 回近畿致富研究会をハイブリッドで開催し、ＥＳ

Ｄをテーマとしたシンポジウムを行った。 

・本学が開発した「ESD ティーチャープログラム」（現職教員向け）を全国 10 会場で開催し、

ESD ティーチャー124 名、ESD マスター19 名、ESD スペシャリスト 8 名を学長名で認定し

た。 

 研修会場と開催日時は以下の通り。 

 研修①2022 年 6 月 14 日・17 日・25 日（いずれもオンライン開催） 

 研修②2022 年 6 月 25 日・７月 4 日・13 日（いずれもオンライン開催） 

研修③④⑤の開催地、開催日は次の通りである。 

 愛媛県松山市：2022 年７月 24 日・11 月 3 日 

 鹿児島県屋久島町：2022 年 8 月 3 日・12 月 10 日 

 熊本県菊池市：2022 年８月 5 日・12 月 19 日 

 福岡県福岡市：2022 年８月９日・10 月 23 日 

 沖縄県那覇市：2022 年 8 月 17 日・11 月 5 日 

 福岡県大牟田市：2022 年８月 27 日・10 月 22 日 

 附属中学校：2022 年 8 月 25 日・12 月 22 日 

 附属小学校：2022 年 7 月 25 日・8 月 1 日・12 月 23 日 

 附属幼稚園：2022 年 7 月 21 日・8 月 1 日・12 月 22 日 

 奈良市立東登美ヶ丘小学校：2022 年 6 月 29 日・7 月 20 日・8 月 23 日 

              （研修①5 月 25 日・研修②6月 22 日） 

 

２．研修会やワークショップを地域のユネスコ

スクールと協働して開催することができた。 

・2022 年 10 月 27 日に本学の附属幼稚園・小学校・中学校と連携し、保護者を対象としたＥ

ＳＤやユネスコスクールをテーマとした講演会を開催した。 

・2023 年 2 月 16 日に本学附属幼稚園と連携し、保護者を対象とした研修会を開催した。 
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３．大学の資源を活用して、地域のユネスコス

クールと協働で教材やモデルプロジェクトを

開発することができた。 

2023 年 2 月 22 日に長浜市立高時小学校の ESD 研修会に参加し、小規模校における ESD カ

レンダーについて協議し、モデルを作成することができた。 

 

 

地域の教育機関とユネス

コスクールとの連携を促

進します。 

１．地域のステークホルダーにユネスコスクー

ルの存在や意義について広く知らせることが

できた。 

・2022 年 8 月 8 日に開催された大和郡山市人権教育研究会において、「ＳＤＧｓと人権教育」

をテーマとした基調講演を行い、ユネスコスクールの意義を広報した。 

・2022 年 10 月 16 日に旭川市で開催された世界文化遺産講演会において、「世界文化遺産と

ＥＳＤ」をテーマとした講演、及びシンポジウムに参加し、ＥＳＤやユネスコスクールの意義を

広報した。 

・2022 年 11 月 26 日に奈良 100 年会館を会場に開催された、全国人権教育研究大会におい

て、ＳＤＧｓと人権教育に関する講演を行い、ユネスコスクールの拡大の必要性を広報した。 

・2023 年 3 月 3 日に奈良県川上村役場職員を対象に SDGs とユネスコスクールに関する研修

会を開催した。 

・2023 年 3 月 4 日に兵庫県温暖化防止活動推進委員研修会において、ＳＤＧｓやユネスコス

クールの取組について広報した。 

 

２．ユネスコスクールと地域の多様なステーク

ホルダーとを結びつけることができた。 

・2022 年 11 月 9 日に長浜ユネスコ協会を対象にＳＤＧｓに関する講演及び現地研修会を開

催し、地域のユネスコスクールとの連携の重要性、及び地域でユネスコスクールを拡大すること

の必要性を訴えた。 

・環境省近畿地方活動支援センター主催の「ESD for 2030 学び合いプロジェクト」近畿分科

会活動に参画し、ユネスコスクールどうし、及び多様なステークホルダーと結びつけることがで

きた。 

・2023 年 1 月 21 日に OMM ビルで開催された近畿地方 ESD 活動支援センター教育フォー

ラムに参画し、参加した多様なステークホルダーとユネスコスクールを結びつけることができ

た。 

 

３．ユネスコスクールに関連した地域教育委員

会との連携や地域における大学間の連携を促

進することができた。 

・滋賀県草津市教育委員会からの依頼を受け、2022 年 8 月 1 日・2 日は一般教員及び各校の

ESD 担当者、3 日には管理職を対象とした ESD に関する管理職研修会を実施し、ESD for 230

の最新事情と学習指導要領との関連等について解説し、学校教育で ESD を取り組む意義を共有

した。 

・2022 年 8 月 19 日に橋本市教育委員会主催の教職員研修において、「総合的な学習の時間と

ＥＳＤ～教師の単元デザイン力を磨く～」の講師を務めた。 
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・近畿ＥＳＤコンソーシアム事業の成果発表会・実践交流会を、奈良市・橋本市・彦根市・橿原

市の各教育委員会と連携して、2022 年 12 月 25 日・26 日に開催した。 

・2023 年 2 月４日に開催された世界遺産学習全国サミットにおいて、ESD に関するシンポジ

ウムに参画し、奈良市教育委員会、田辺市教育委員会、橿原市教育委員会等との連携を促進する

ことができた。 

国内外のユネスコスクー

ルとのネットワークづく

りを支援します。 

１．地域をこえた国内外の多様なステークホル

ダーにユネスコスクールの存在や意義につい

て知らせることができた 

・2022 年 6 月 26 日に本学を会場に、元国連大使である高須幸雄国連事務総長特別顧問を招

聘し、ＥＳＤ・ＳＤＧｓセンターキックオフイベントを開催した。 

・２０２２年７月１日に開催された奈良県学校事務研究会 50 周年記念大会において、ＳＤＧ

ｓ、ユネスコスクールをテーマとした講演を行った。 

・2022 年 11 月 16 日に新橋の奈良まほろば館を会場に、「1300 年の歴史ある奈良から持続

可能な社会の創り手を育成する」をテーマにＥＳＤ・ＳＤＧｓセンター設立記念イベントを開催

した。 

・2023 年 2 月 11 日に奈良県川上村森と水の源流館で開催された成果報告会に参画し、奈良

県・和歌山県・岐阜県の学校をつないだ ESD をテーマとした研修会を開催した。 

・2 月 17 日・18 日に奈良教育大学が中心となり、全国の ESD コンソーシアムと全国レベル

で ESD を推進する各界のステークホルダー（文科省、環境省、日本ユネスコ協会連盟、ACCU、

日本学術会議、日本 ESD 学会、ESD-ｊ等）を招聘し、「全国 ESD コンソーシアム/ステークホ

ルダー交流会」を開催し、マルチステークホルダーによる ESD の推進とユネスコスクールの取

組との連携を図った。 

２．地域をこえた国内外のユネスコスクールと

協働で活動することができた。 

・2023 年 2 月 3 日にオンラインで開催された信州 ESD コンソーシアム成果発表会の外部評

価者として参加し、信州地方のユネスコスクール支援を行った。 

・2023 年 2 月 11 日にオンラインで開催された北陸 ESD コンソーシアム成果発表会の外部

評価者として参加し、実践発表されたユネスコスクールに助言した。 

・日本ユネスコ協会連盟が主催する「アクサユネスコ協会減災教育プログラム」に協力し、ユネ

スコスクールを含む全国各地から選抜された小中高校を対象し、９月の被災地における実践的な

研修と、２月の東京での実践報告及び減災教育フォーラム（公開）を開催し、ESD の視点から

の防災・減災教育について教員の資質能力を高めた。 

３．ユネスコスクールがグローバルな活動する

ことについてそれを支援することができた。

（例：ユネスコスクールの国境を越えた交流、

海外とのオンライン交流、海外のプロジェクト

への参加など） 

・６月から１２月にかけて、ESD・SDGs オンライン連続セミナーを開催し、日本ユネスコ国内

員会委員や国連海洋科学の１０年、ESD に関するユネスコ世界会議（ベルリン会議）等、世界

の ESD の最前線で活躍する講師陣を招聘し、ユネスコスクールの教員をはじめとする受講者に

国際的な視野から ESD を実践し、国際連携を図ることの重要性について研修を行った。 
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その他の活動 

 

１．大学内でユネスコスクールの存在や意義に

ついて広く知らせることができた。 

・2022 年 11 月 30 日に大学内の FD 研修会において、ESD・SDGs センターの教員を講師

に「ESD・SDGs と教育について考える①」研修会を開催した。 

・2023 年 2 月 27 日に大学内の FD 研修会において、ESD の先進地域である気仙沼市及び大

牟田市のキーパーソンを招聘し、「ESD・SDGｓと教育について考える②」研修会を開催した。 

 

２．学部大学院の教育課程でユネスコスールに

かかわる教育を行うことができた。 

学部においては、ＥＳＤ-ＳＤＧｓ基礎論とＥＳＤ概論が選択必修科目になっている他、ＥＳＤ

と世界遺産、ＥＳＤと防災、ＥＳＤと気候変動、ＥＳＤと学校教育、ESD カリキュラムマネジ

メント、ＥＳＤと生活科・総合的な学習の時間、持続発展教育と文化遺産などのＥＳＤをメイン

とした科目の他に、「ユネスコスクール推奨授業科目」として 34 の授業科目を位置付けている。

大学院修士課程においては、SDGｓと教育を共通コア科目に位置付けている。専門職学位課程

（教職大学院）においては、学位授与方針に「持続可能な社会づくりの担い手」を育成する教員

の養成を位置づけ、学校教育マネジメントコースにＥＳＤマネジメント領域を置くほか、「ユネ

スコスクール推奨授業科目」として６科目を開講している。 

３．調査研究活動でユネスコスクールに関連し

た調査研究を行うことができた。 

本学が開発したＥＳＤティーチャープログラムを受講し、ＥＳＤティーチャーになられた現職教

員が全国に２００名ほどおられる。環境省が組織している「これからの環境教育を考える研究会」

に参画した際に、2023 年 1 月にＥＳＤティーチャーである現職教員を対象に、「なぜ、ＥＳＤ

が学校現場でなかなか広がらないのか」をテーマとしたアンケート調査を行い、3 月 18 日に開

催した日本ＥＳＤ学会第 6 回近畿地方研究会につなげることができた。 

 

４．自由記述 

 

・2022 年 5 月 24 日に堺商工会議所を対象に SDGｓと企業活動についての研修会を実施し

た。 

・2022 年 8 月 31 日に奈良商工会議所において、ＳＤＧｓに関わる研修会を開催した。 

・2022 年 9 月 16 日に新東工業株式会社社員を対象にＳＤＧｓをテーマとした企業研修会を

実施した。 

・2022 年 11 月 13 日に東大寺で開催された「東大寺寺子屋」に参画し、廬舎那仏像顕の詔と

ＳＤＧｓについて、参加した児童生徒に紹介した。 

・2023 年 2 月 28 日に林野庁と連携して箕面の森を訪問し、探求プログラムの更新に参画し

た。 

 

 


